
歐
陽
脩
の
易
學
思
想
の
形
成

五
九

歐
陽
脩
の
易
學
思
想
の
形
成
―
十
翼
論
を
中
心
に

藤
田
　
衞

は
じ
め
に

　『
周
易
』
と
は
、
周
王
朝
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
古
代
中
國
の
占
い
の
書
で
あ

る
。
し
か
し
、
單
な
る
占
い
の
書
で
は
な
く
、
儒
敎
の
根
幹
を
な
す
經
典
、
五
經

の
一
つ
に
數
え
ら
れ
た
。「
易
經
」
と
も
呼
ば
れ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

『
易
』
が
儒
敎
經
典
の
一
角
を
擔
っ
た
の
は
、
孔
子
が
晚
年
に
『
易
』
を
好
み
、

『
易
』
の
解
說
書
に
相
當
す
る
十
翼
を
作
っ
た
と
す
る
傳
承
に
よ
る
。
十
翼
の
孔

子
作
說
は
、
古
く
は
『
史
記
』
に
記
錄
さ
れ（

（
（

、
金
科
玉
條
の
ご
と
く
信
じ
ら
れ
て

き
た（

（
（

。
し
か
し
、
現
在
の
視
點
か
ら
見
れ
ば
、
た
と
い
孔
子
の
語
錄
が
含
ま
れ
て

い
た
と
し
て
も
、
十
翼
そ
の
も
の
が
孔
子
の
作
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
儒
敎

尊
崇
の
世
に
あ
っ
て
、
文
獻
批
判
を
通
し
て
、
十
翼
孔
子
作
說
を
眞
っ
向
か
ら
否

定
し
た
者
が
い
た
。
そ
れ
が
本
論
で
取
り
上
げ
る
歐
陽
脩
（
一
〇
〇
七
―
一
〇
七

二
）
で
あ
る
。

　
歐
陽
脩
の
『
易
』
に
關
す
る
著
作
は
多
く
な
い
。『
易
童
子
問
』
三
卷
（『
歐
陽

文
忠
公
集
』
卷
七
十
六（

（
（

）、「
易
或
問
三
首
」（『
居
士
集
』
卷
十
八
・
經
旨
）、「
明
用
」

（
同
上
）、「
易
或
問
」（『
居
士
外
集
』
卷
十
・
經
旨
）、「
傳
易
圖
序
」（『
居
士
外
集
』

卷
十
五
・
序
二
）
で
す
べ
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
著
作
を
通
し
て
、
歐
陽
脩
の
易
學

を
究
明
し
た
先
驅
的
な
論
考
が
、
戶
田
豐
三
郞
「
歐
陽
脩
の
易
學
」
で
あ
る（

（
（

。
上

記
の
資
料
を
も
と
に
、
十
翼
の
す
べ
て
が
聖
人
の
作
で
は
な
い
と
し
た
議
論
に
焦

點
を
當
て
、
歐
陽
脩
の
易
學
を
解
き
明
か
す
。

　
中
國
で
は
、
朱
伯
崑
と
曹
建
林
の
論
考
が
擧
げ
ら
れ
る（

（
（

。
前
者
は
、「
六
十
四

卦
、
皆
、
人
事
を
言
ふ
」「
物
は
極
ま
り
て
必
ず
反
る
」「
繫
辭
等
の
傳
は
聖
人
の

作
に
非
ず
」
の
項
目
を
立
て
、『
易
童
子
問
』
を
中
心
に
論
じ
る
。
後
者
は
、
疑

古
、
解
經
方
法
、
王
弼
易
學
と
の
關
係
性
、
影
响
と
地
位
の
側
面
か
ら
論
じ
る
。

　
以
上
の
先
行
硏
究
で
必
ず
言
及
さ
れ
る
の
が
、
十
翼
の
す
べ
て
が
聖
人
の
作
で

は
な
い
と
す
る
主
張
で
あ
る
。
そ
の
十
翼
論
の
論
旨
は
、
既
述
し
た
先
行
硏
究
に

お
い
て
十
分
に
論
じ
盡
く
さ
れ
て
お
り
、
新
た
に
付
け
加
え
る
こ
と
は
な
い
。
こ

こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
歐
陽
脩
は
如
何
に
し
て
そ
の
着
想
に
至
っ
た
の
か
、

そ
の
十
翼
論
が
歐
陽
脩
の
『
易
』
解
釋
に
ど
の
よ
う
な
影
响
を
與
え
て
い
る
の
か

で
あ
る
。
こ
の
方
面
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
十
全
に
議
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
歐
陽
脩
の
十
翼
に
對
す
る
見
解
を
確
認
し
た
上
で
、
如
何

に
し
て
十
翼
の
す
べ
て
が
聖
人
の
作
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
着
想
を
持
つ

に
至
っ
た
の
か
を
考
察
し
、
そ
の
十
翼
論
が
彼
の
易
學
思
想
の
根
幹
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
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一
、
歐
陽
脩
の
十
翼
論

　
ま
ず
、
歐
陽
脩
が
十
翼
に
對
し
、
ど
の
よ
う
な
見
識
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
確

認
す
る
。『
易
童
子
問
』
に
次
の
よ
う
な
問
答
が
あ
る
。

童
子
の
質
問
：
繫
辭
傳
は
聖
人
の
作
で
は
な
い
の
で
す
か
。

答
え
：
ど
う
し
て
繫
辭
傳
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
文
言
・
說
卦
傳
よ
り
以
下
も
、

み
な
聖
人
の
作
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
說
が
混
淆
し
て
お
り
、
一
人
の
言

で
は
な
い
。（『
易
童
子
問
』
卷
三
「
童
子
問
曰
、
繫
辭
非
聖
人
之
作
乎
。
曰
、
何
獨

繫
辭
焉
、
文
言
・
說
卦
而
下
、
皆
非
聖
人
之
作
、
而
衆
說
淆
亂
、
亦
非
一
人
之
言

也
。」）

　
十
翼
は
、
彖
傳
上
・
下
、
象
傳
上
・
下
、
繫
辭
傳
上
・
下
、
文
言
傳
、
說
卦
傳
、

序
卦
傳
、
雜
卦
傳
の
七
種
類
、
十
部
分
で
構
成
さ
れ
る
。「
文
言
傳
・
說
卦
傳
よ

り
以
下
」
と
は
、
文
言
傳
・
說
卦
傳
以
下
の
序
卦
傳
・
雜
卦
傳
も
含
め
て
、
聖
人

の
作
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
そ
れ
以
上
の
彖
傳
・
象
傳
は
ど
う

な
の
か
。

孔
子
は
周
末
に
出
で
、
文
王
の
志
が
後
世
に
現
れ
ず
、『
易
』
が
ひ
た
す
ら

筮
占
の
用
と
さ
れ
る
こ
と
を
懼
れ
て
、
は
じ
め
て
彖
傳
・
象
傳
を
作
り
、
卦

義
を
發
明
し
た
。（
易
或
問
三
首
「
孔
子
出
於
周
末
、
懼
文
王
之
志
不
見
于
後
世
、

而
易
專
爲
筮
占
用
也
、
乃
作
彖
・
象
、
發
明
卦
義
。」）

　
歐
陽
脩
は
、
彖
傳
と
象
傳
は
孔
子
の
作
だ
と
考
え
て
い
た
。『
易
童
子
問
』
で

は
彖
傳
と
象
傳
の
解
釋
を
主
と
す
る
の
も
、
こ
こ
に
理
由
が
あ
っ
た
。
十
翼
す
べ

て
が
聖
人
（
孔
子
）
の
作
で
は
な
い
、
と
歐
陽
脩
は
主
張
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ

と
に
㊟
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
歐
陽
脩
は
、
ど
う
し
て
彖
傳
・
象
傳
は
孔
子
の
作
、
繫
辭
傳
以
下
は

聖
人
の
作
で
は
な
い
と
判
斷
し
た
の
か
。
そ
の
差
は
ど
こ
か
ら
來
て
い
る
の
か
。

そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
が
、「
繁は

ん

衍え
ん

叢そ
う

脞ざ

（
繁
雜
で
細
々
と
し
て
い
る
こ
と
）」

で
あ
る
。

わ
た
し
が
、
繫
辭
傳
以
下
が
聖
人
の
作
で
は
な
い
と
知
っ
た
の
は
、
そ
の
言

が
繁
衍
叢
脞
で
あ
り
齟
齬
を
き
た
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。（『
易
童
子
問
』

卷
三
「
余
之
所
以
知
繫
辭
而
下
非
聖
人
之
作
者
、
以
其
言
繁
衍
叢
脞
而
乖
戾
也
。」）

ま
た
、そ

の
說
が
一
人
に
出
た
と
言
う
な
ら
ば
、
繁
衍
叢
脞
な
言
と
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
し
て
、
つ
い
に
は
聖
人
の
作
と
考
え
る
な
ら
ば
、
さ
ら
に
大
き
な
誤
り
で

あ
る
。
孔
子
の
文
章
は
、『
易
』『
春
秋
』
だ
け
で
、
そ
の
言
は
よ
り
い
っ
そ

う
簡
潔
で
、
そ
の
義
も
よ
り
い
っ
そ
う
深
い
。
わ
た
し
は
、
聖
人
の
作
が
こ

の
よ
う
な
繁
衍
叢
脞
で
あ
っ
た
例
を
知
ら
な
い
。（
易
或
問
三
首
「
謂
其
說
出

於
一
人
、
則
是
繁
衍
叢
脞
之
言
也
。
其
遂
以
爲
聖
人
之
作
、
則
又
大
繆
矣
。
孔
子
之

文
章
、
易
・
春
秋
是
已
、
其
言
愈
簡
、
其
義
愈
深
。
吾
不
知
聖
人
之
作
、
繁
衍
叢
脞

之
如
此
也
。」）

と
も
言
う
。
歐
陽
脩
は
、
聖
人
の
作
は
か
な
ら
ず
簡
潔
で
あ
る
と
い
う
信
念
を
持

っ
て
い
た（

（
（

。
彼
は
、「
經
は
簡
潔
で
あ
っ
て
率
直
、
傳
は
目
新
し
く
珍
奇
で
あ
る
。

（
春
秋
論
上
「
經
簡
而
直
、
傳
新
而
奇
。」）」
と
言
う
。「
孔
子
の
文
章
は
、『
易
』『
春

秋
』
だ
け
」
と
言
っ
た
の
は
、『
易
』
の
彖
傳
・
象
傳
と
『
春
秋
』
の
經
文
の
簡

潔
さ
ゆ
え
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
反
す
る
「
繁
衍
叢
脞
」
な
繫
辭
傳
以
下
は
、
聖

人
の
作
と
み
な
す
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

　
歐
陽
脩
は
、
繫
辭
傳
以
下
が
「
繁
衍
叢
脞
」
と
な
っ
た
理
由
は
、
一
人
の
說
で

な
く
樣
々
な
言
說
の
寄
せ
集
め
だ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
た
。「
易
或
問
三
首
」
に

「
ど
う
し
て
聖
人
の
作
で
は
な
い
と
知
っ
た
の
か
」
の
問
答
が
あ
る（

（
（

。
一
つ
に
、

文
言
傳
や
繫
辭
傳
に
「
子
曰
」
と
あ
る
こ
と
を
擧
げ
る
。
通
常
、「
子
曰
」
は

「
孔
子
は
言
う
」
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
歐
陽
脩
は
そ
う
は
考
え
な
か
っ
た
。



歐
陽
脩
の
易
學
思
想
の
形
成

六
一

「
講
師
の
言
」
だ
と
み
た
。『
論
語
』
に
「
子
曰
」
と
記
さ
れ
る
の
は
、
孔
子
の
弟

子
た
ち
が
追
記
し
た
書
で
あ
り
、
孔
子
の
言
と
弟
子
の
言
を
區
別
す
る
た
め
で
あ

っ
た
。
も
し
文
言
傳
が
孔
子
の
作
な
ら
ば
、
み
ず
か
ら
「
子
曰
」
と
書
く
は
ず
が

な
い
と
指
摘
す
る（

（
（

。
現
在
か
ら
見
て
も
說
得
的
で
あ
る
。
も
う
一
點
に
、
文
言
傳

の
「
元
者
善
之
長
、
亨
者
嘉
之
會
、
利
者
義
之
和
、
貞
者
事
之
幹
」
の
文
句
を
擧

げ
る
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
が
、『
春
秋
左
氏
傳
』
襄
公
九
年
に
穆
姜
の
言
と
し
て

引
か
れ
る
。
襄
公
九
年
（
前
五
六
四
）
は
、
孔
子
が
生
ま
れ
る
前
で
あ
る
。
も
し

左
丘
明
が
文
言
傳
を
孔
子
の
作
だ
と
認
識
し
て
い
た
な
ら
ば
、
穆
姜
の
說
に
付
會

し
て
後
世
を
惑
わ
す
こ
と
は
し
な
い
は
ず
で
あ
り
、
左
丘
明
は
文
言
傳
を
孔
子
の

作
だ
と
は
考
え
て
は
い
な
か
っ
た
證
だ
と
考
え
た
。
歐
陽
脩
は
む
し
ろ
穆
姜
の
言

だ
と
み
な
し
た（

（
（

。

　
十
翼
の
說
は
誰
か
ら
起
こ
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
と
し
つ
つ（

（1
（

、
十
翼
が
形
成
さ

れ
る
過
程
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

昔
の
『
易
』
を
學
ぶ
者
は
、
ま
じ
え
取
っ
て
講
論
の
助
け
と
し
、
そ
の
說
は

一
家
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
あ
る
と
こ
ろ
は
同

じ
く
あ
る
と
こ
ろ
は
異
な
り
、
あ
る
と
こ
ろ
は
正
し
く
あ
る
と
こ
ろ
は
誤
り
、

そ
の
取
捨
選
擇
は
精
緻
で
は
な
く
、
經
を
損
ね
て
世
を
惑
わ
せ
る
に
至
っ
て

し
ま
っ
た
。（『
易
童
子
問
』
卷
三
「
昔
之
學
易
者
、
雜
取
以
資
其
講
說
、
而
說
非
一

家
、
是
以
或
同
或
異
、
或
是
或
非
、
其
擇
而
不
精
、
至
使
害
經
而
惑
世
也
。」）

　
そ
の
具
體
例
を
『
易
童
子
問
』
で
示
し
て
い
る（
（1
（

。
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
、
一
つ

目
は
、
乾
の
爻
辭
に
對
し
て
象
傳
と
文
言
傳
で
何
度
も
異
な
っ
た
解
釋
を
行
っ
て

い
る
點
。
二
つ
目
は
、
繫
辭
傳
に
お
い
て
『
易
』
の
「
易
簡
」
の
義
を
何
度
も
繰

り
﨤
し
說
い
て
い
る
點
。
三
つ
目
は
、
六
爻
は
三
才
（
天
地
人
）
の
衟
を
備
え
て

い
る
こ
と
が
繫
辭
傳
・
說
卦
傳
で
繰
り
﨤
し
說
か
れ
て
い
る
點
。
四
つ
目
は
、
繫

辭
傳
に
「
辭
を
繫か

く
」
理
由
が
複
數
擧
げ
ら
れ
て
い
る
點
。
次
に
矛
盾
し
て
い
る

點
と
し
て
、
文
言
傳
に
乾
の
「
元
亨
利
貞
」
の
四
德
を
說
く
が
、
ま
た
一
方
で
四

德
と
し
な
い
箇
所
が
あ
る
こ
と
。
も
う
一
點
に
、
繫
辭
傳
に
八
卦
は
人
が
作
っ
た

も
の
で
は
な
く
、
天
が
降
し
た
も
の
と
す
る
記
述
が
あ
る
一
方
で
、
八
卦
は
人
が

作
っ
た
も
の
で
河
圖
は
關
わ
っ
て
い
な
い
と
す
る
記
述
が
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、

說
卦
傳
に
は
卦
は
蓍
か
ら
出
た
と
す
る
說
も
見
え
る
こ
と
を
擧
げ
る
。
解
釋
の
重

複
そ
し
て
齟
齬
は
、
繫
辭
傳
以
下
の
傳
が
一
人
の
說
に
出
た
も
の
で
は
な
い
こ
と

に
起
因
す
る
と
考
え
た
。

　
し
か
し
、
歐
陽
脩
は
聖
人
の
作
で
は
な
い
「
繁
衍
叢
脞
」
な
繫
辭
以
下
の
傳
を

一
切
放
棄
し
て
も
よ
い
と
ま
で
は
言
わ
な
か
っ
た
。
繫
辭
傳
は
講
師
の
傳
だ
と
は

い
え
、
そ
の
源
は
孔
子
に
出
で
易
師
に
相
傳
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
聖
人
の
言
と

そ
う
で
は
な
い
も
の
が
混
在
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た（

（1
（

。
繫
辭
傳
に
は
先
儒
の
餘

論
が
な
お
含
ま
れ
て
お
り
、
學
ぶ
こ
と
に
益
は
あ
る
と
す
る
。
問
題
は
、
聖
人
の

作
と
み
な
し
て
無
條
件
に
信
じ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。「
も
し
聖
人
の
作
と
み
な
し

て
、
取
捨
選
擇
し
よ
う
と
せ
ず
こ
と
ご
と
く
信
じ
る
な
ら
ば
、
經
を
損
ね
世
を
惑

わ
せ
る
も
の
が
多
い
。（『
易
童
子
問
』
卷
三
「
使
以
爲
聖
人
之
作
、
不
敢
㊒
所
擇
而
盡

信
之
、
則
害
經
惑
世
者
多
矣
。」）」
と
言
う
よ
う
に
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
繫
辭
傳
の
「
大
衍
」
の
章
に
つ
い
て
、「
大
衍
は
、
筮
占
の
事
で
す
。

そ
の
筮
占
の
說
に
は
、
非
と
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
す
か
」
と
い
う
問
い
に
對

し
、「
そ
の
法
は
正
し
い
が
、
そ
の
言
は
間
違
い
で
あ
る
」
と
答
え
る（

（1
（

。
つ
ま
り
、

「
大
衍
」
の
章
に
記
さ
れ
る
筮
法
は
上
古
の
聖
人
の
法
だ
と
信
じ
て
よ
い
が
、
そ

の
解
說
は
間
違
い
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
歐
陽
脩
の
十
翼
論
と
は
、
彖
傳
と
象
傳
は
孔
子
の
作
と
認
め
つ
つ
、

繫
辭
傳
を
は
じ
め
と
す
る
文
言
傳
・
說
卦
傳
・
序
卦
傳
・
雜
卦
傳
は
聖
人
（
孔

子
）
の
作
で
は
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
繫
辭
傳
以
下
は
聖
人
の

作
で
は
な
い
と
し
た
と
は
い
え
、
す
べ
て
切
り
捨
て
る
こ
と
は
せ
ず
、
繫
辭
傳
に
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は
聖
人
の
言
と
聖
人
で
は
な
い
言
が
含
ま
れ
る
と
し
、
一
定
の
價
値
は
認
め
て
い

た
。

　
こ
の
十
翼
の
す
べ
て
が
聖
人
の
作
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
主
張
は
、
當

時
に
お
い
て
極
め
て
畫
期
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
革
新
的
す
ぎ
て
評

判
の
よ
い
も
の
で
は
な
か
っ
た（

（1
（

。
歐
陽
脩
の
友
人
で
あ
っ
た
韓
琦
で
さ
え
、
內
心

で
は
そ
れ
は
誤
り
だ
と
考
え
て
い
た
が
、
歐
陽
脩
と
は
終
身
ま
で
『
易
』
に
つ
い

て
語
り
あ
う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う（

（1
（

。

二
、
十
翼
論
は
如
何
に
し
て
生
ま
れ
た
か

　
で
は
、
歐
陽
脩
は
ど
の
よ
う
に
し
て
十
翼
の
す
べ
て
が
聖
人
の
作
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
と
い
う
着
想
を
持
つ
に
至
っ
た
の
か
。
朱
伯
崑
は
「
當
時
の
易
學
に
お

け
る
論
爭
に
卽
し
て
見
れ
ば
、
繫
辭
傳
が
孔
子
の
著
作
も
し
く
は
聖
人
の
書
で
あ

る
こ
と
を
否
認
し
た
目
的
に
は
、
圖
書
學
派
の
『
易
』
解
釋
の
學
風
に
反
對
し
、

易
學
を
神
祕
家
す
る
こ
と
に
反
對
す
る
こ
と
に
在（

（1
（

」
っ
た
と
指
摘
す
る
。
確
か
に

そ
の
よ
う
な
意
圖
も
垣
間
見
え
る
が
、
そ
の
た
め
だ
け
に
十
翼
の
孔
子
作
說
を
否

定
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
も
っ
と
原
初
的
な
經
驗
か
ら
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
讀
書
體
驗
で
あ
る
。

　
歐
陽
脩
は
、
四
歲
で
父
を
亡
く
し
、
家
は
貧
し
く
、
書
を
讀
む
た
び
に
諳
ん
じ
、

自
學
自
習
に
勵
ん
だ（

（1
（

。
特
別
な
師
も
い
な
か
っ
た（
（1
（

。
歐
陽
脩
が
「
世
に
師
が
い
な

け
れ
ば
、
學
ぶ
者
は
經
を
師
と
す
べ
き
で
あ
る（

（1
（

」
と
言
っ
た
の
は
、
自
身
の
經
驗

か
ら
發
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
歐
陽
脩
が
繫
辭
傳
以
下
は
聖
人
の
作
で
は
な

い
と
い
う
考
え
に
辿
り
着
い
た
の
も
、
讀
書
を
通
し
て
で
あ
っ
た
。
十
翼
を
疑
う

に
至
っ
た
經
緯
を
次
の
よ
う
に
述
懷
し
て
い
る
。

孟
子
は
、「
こ
と
ご
と
く
『
書
』
を
信
じ
る
な
ら
ば
、『
書
』
が
な
い
ほ
う
が

ま
し
で
あ
る
」
と
言
っ
た
。
孟
子
は
學
を
好
ん
だ
者
で
あ
る
、
ど
う
し
て

『
書
』
を
輕
ん
じ
よ
う
か
。
思
う
に
、
み
ず
か
ら
間
近
で
聖
人
の
作
を
見
る

こ
と
が
で
き
ず
、
傳
承
は
そ
の
眞
實
を
失
い
、
正
す
こ
と
で
き
な
い
こ
と
を

嘆
き
悲
し
ん
で
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
『
書
』
が
な
く

て
よ
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
わ
た
し
は
〔『
禮
記
』
の
〕
經
解
を
讀
み
、

『
易
』
の
「
差
は
毫
厘
の
若
か
れ
ど
も
、
謬
り
は
千
里
を
以
て
す
」
の
說
を

引
く
の
に
至
り
、
ま
た
今
の
『
周
易
』
に
「
何
を
か
謂
う
。
子
曰
く
」
と
あ

り
、
繫
辭
傳
に
至
れ
ば
、
ま
た
「
聖
人
は
卦
を
設
け
て
、
辭
を
焉
に
繫
く
」

と
言
う
箇
所
を
讀
み
、
そ
の
眞
實
を
突
き
詰
め
よ
う
と
し
た
が
何
も
得
ら
れ

な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
後
に
孟
子
の
嘆
き
を
知
り
、
そ
こ
で
感
激
す
る
も
の

が
あ
っ
た
。（
傳
易
圖
序
「
孟
子
曰
、
盡
信
書
、
不
如
無
書
。
夫
孟
子
好
學
者
、
豈

獨
忽
於
書
哉
。
蓋
其
自
傷
不
得
親
見
聖
人
之
作
、
而
傳
者
失
其
眞
、
莫
可
考
正
而
云

也
。
然
豈
獨
無
書
之
如
此
、
余
讀
經
解
、
至
其
引
易
曰
差
若
毫
厘
、
謬
以
千
里
之
說
、

又
讀
今
周
易
㊒
何
謂
。
子
曰
者
、
至
其
繫
辭
則
又
曰
聖
人
設
卦
・
繫
辭
焉
、
欲
考
其

眞
而
莫
可
得
、
然
後
知
孟
子
之
嘆
、
蓋
㊒
激
云
爾
。」）

　
歐
陽
脩
は
、『
禮
記
』
經
解
に
現
行
本
に
は
な
い
『
易
』
の
文
を
引
く
こ
と（
（2
（

や
、

文
言
傳
に
「
何
を
か
謂
う
。
子
曰
く
」
と
あ
る
こ
と
、
繫
辭
傳
に
「
聖
人
は
卦
を

設
け
、
辭
を
焉
に
繫
く
」
と
い
っ
た
「
辭
を
繫
く
」
理
由
が
複
數
見
ら
れ
る
こ
と

に
對
し
て
疑
問
を
懷
い
た
が
、
明
確
な
囘
答
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
折
、
孟

子
の
「
こ
と
ご
と
く
『
書
』
を
信
じ
る
な
ら
ば
、『
書
』
が
な
い
ほ
う
が
ま
し
で

あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
出
會
い
、『
易
』
そ
の
も
の
を
疑
う
に
至
っ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

　
と
こ
ろ
で
、
十
翼
の
孔
子
作
說
を
疑
っ
た
の
は
歐
陽
脩
が
は
じ
め
て
と
い
う
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
元
の
胡
一
桂
は
言
う
、

十
翼
は
、
先
儒
は
み
な
孔
子
の
作
だ
と
言
う
が
、
た
だ
范
諤
昌
と
王
昭
素
だ

け
は
、
彖
傳
・
象
傳
・
爻
辭
・
小
象
傳
・
文
言
傳
は
い
ず
れ
も
周
公
の
作
だ

と
言
っ
た
。
何
の
證
據
が
あ
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。（『
周
易
啓
蒙
翼
傳
』
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下
篇
・
周
公
作
彖
象
爻
辭
文
言
之
疑
「
十
翼
、
先
儒
皆
謂
夫
子
作
、
獨
范
諤
昌
・
王

昭
素
、
乃
謂
彖
・
象
・
爻
辭
・
小
象
・
文
言
並
周
公
作
、
不
知
何
證
。」）

　
王
昭
素
（
九
〇
四
―
九
八
二
）
は
、
若
く
し
て
學
を
好
み
仕
え
る
こ
と
は
な
く
、

人
を
集
め
て
敎
授
し
て
自
給
自
足
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
年
七
十
七
に
し
て
推

擧
さ
れ
、
太
祖
に
『
易
』
を
進
講
す
る
。
太
祖
は
そ
れ
を
襃
め
稱
え
、
國
子
博
士

に
任
命
す
る（

（2
（

。
そ
の
著
書
に
『
易
論
』
二
十
三
篇
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
散
佚
し

て
い
る
。『
崇
文
總
目
』
に
よ
れ
ば
、「
昭
素
の
『
易
論
』
は
、
諸
家
の
善
を
取
り
、

お
の
れ
の
見
解
を
ま
じ
え
て
、
折
衷
し
た
（「
昭
素
易
論
、
取
諸
家
之
善
、
參
以
其
言
、

折
衷
之
」）」
本
で
あ
っ
た
。
ま
た
『
中
興
館
書
目
』
に
は
「
昭
素
は
、
王
・
韓
の

『
易
』
㊟
お
よ
び
孔
・
馬
の
疏
の
義
を
、
い
ま
だ
盡
く
し
て
い
な
い
と
考
え
、
こ

の
論
を
著
し
た
。（「
昭
素
以
王
・
韓
㊟
易
及
孔
・
馬
疏
、
義
或
未
盡
、
乃
著
此
論
。」）」

と
あ
る
。

　
朱
震
『
漢
上
周
易
叢
說
』
に
は
、「『
正
義
補
闕
』
は
、
夫
子
は
文
王
の
彖
辭

（
卦
辭
）
に
も
と
づ
い
た
の
で
彖
傳
が
あ
っ
た
と
言
う
。
王
昭
素
と
胡
且
も
同
樣

に
言
う
。（「
正
義
補
闕
曰
、
夫
子
因
文
王
彖
而
㊒
彖
。
王
昭
素
・
胡
且
亦
云
。」）」
と
あ

る
。『
正
義
補
闕
』
は
、『
周
易
正
義
』
の
缺
を
補
っ
た
書
で
、
著
者
は
明
ら
か
で

な
く
、
宋
の
世
に
出
た
書
だ
と
さ
れ
る（

（2
（

。
胡
且
（
九
五
五
―
一
〇
三
四
）
は
、
太
平

興
國
三
年
（
九
七
八
）
の
狀
元
で
、
そ
の
著
書
に
『
周
易
演
聖
通
論
』
が
あ
っ
た
。

そ
の
書
は
、
經
疏
や
王
昭
素
の
論
を
多
く
引
き
確
證
と
し
て
い
た
と
さ
れ
る（

（2
（

。

　『
漢
上
周
易
叢
說
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
王
昭
素
は
彖
辭
（
卦
辭
）
を
文
王
の

作
、
彖
傳
を
孔
子
の
作
と
し
て
い
た
よ
う
に
讀
み
取
れ
る
。
し
か
し
、
王
昭
素
が

彖
傳
・
象
傳
・
爻
辭
・
小
象
傳
・
文
言
傳
は
周
公
の
作
だ
と
し
た
と
す
る
、
胡
一

桂
の
記
述
と
⻝
い
違
う
。
む
し
ろ
こ
の
說
を
唱
え
て
い
た
の
が
、
范
諤
昌
で
あ
っ

た
。

　
范
諤
昌
は
、
そ
の
事
績
は
詳
ら
か
で
な
く
、
天
禧
年
間
（
一
〇
一
七
―
一
〇
二

一
）
に
毗
陵
（
今
の
江
蘇
省
常
州
市
）
の
從
事
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る（
（2
（

。
ま
た
河
圖
・

洛
書
の
圖
を
傳
え
た
一
人
と
し
て
數
え
ら
れ
る（

（2
（

。
そ
の
著
作
に
『
易
證
墜
簡
』
が

あ
り
、
こ
れ
も
傳
存
し
て
い
な
い
が
、
朱
震
『
漢
上
周
易
叢
說
』
で
ど
の
よ
う
な

議
論
を
展
開
し
て
い
た
の
か
窺
え
る
。

范
諤
昌
は
『
易
證
墜
簡
』
を
著
し
て
、
諸
卦
の
彖
傳
・
象
傳
・
爻
辭
・
小
象

傳
・
乾
坤
の
文
言
傳
は
、
い
ず
れ
も
周
公
の
作
で
、
文
言
傳
よ
り
以
下
が
孔

子
の
敍
述
で
あ
る
と
言
う
。（「
范
諤
昌
著
易
證
墜
簡
曰
、
諸
卦
彖
・
象
・
爻
辭
・

小
象
・
乾
坤
文
言
、
並
周
公
作
、
自
文
言
以
下
孔
子
述
也
。」）

　
ま
た
范
諤
昌
は
、
乾
の
卦
辭
「
元
亨
利
貞
」
が
彖
傳
で
說
き
、
さ
ら
に
文
言
傳

で
も
解
釋
す
る
重
複
を
疑
い
、
孔
子
の
言
で
は
な
い
と
言
っ
た
。
穆
姜
の
言
を
そ

の
明
證
と
し
た
と
い
う（

（2
（

。
こ
の
論
證
は
、
歐
陽
脩
と
軌
を
一
に
す
る
。
た
だ
歐
陽

脩
と
は
異
な
り
、
范
諤
昌
は
そ
の
作
者
を
穆
姜
以
前
の
周
公
に
求
め
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
十
翼
の
孔
子
作
說
を
疑
う
言
說
は
歐
陽
脩
よ
り
以
前
に
存
在

し
て
い
た（

（2
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
王
昭
素
と
范
諤
昌
は
別
說
を
立
て
た
と
は
い
え
、

文
王
や
周
公
と
い
っ
た
聖
人
に
歸
屬
さ
せ
る
こ
と
に
は
變
わ
り
な
い
。
歐
陽
脩
は

さ
ら
に
一
步
踏
み
込
ん
だ
と
言
え
る
。

　
十
翼
す
べ
て
が
聖
人
の
作
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
主
張
す
る
「
易
或
問
三

首
」「
易
或
問
」
が
書
か
れ
た
の
が
、
景
祐
四
年
（
一
〇
三
七
）
の
こ
と
で
あ
っ
た（
（2
（

。

で
は
歐
陽
脩
は
、
そ
れ
以
前
に
こ
れ
ら
の
書
物
を
讀
み
影
响
を
受
け
て
い
た
の
か
。

　
范
諤
昌
の
『
易
證
墜
簡
』
は
ど
う
か
分
か
ら
な
い（

（3
（

が
、
王
昭
素
の
『
易
論
』
は

確
實
に
讀
ん
で
い
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
王
昭
素
『
易
論
』
は
『
崇
文
總
目
』
に
收

錄
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
歐
陽
脩
は
、
景
祐
元
年
（
一
〇
三
四
）
か
ら
景
祐

三
年
（
一
〇
三
六
）
ま
で
の
間
、『
崇
文
總
目
』
の
編
纂
に
參
與
し
て
い
た
。
す
で

に
十
翼
の
孔
子
作
說
に
異
論
を
唱
え
る
者
が
い
た
こ
と
は
、
歐
陽
脩
が
十
翼
の
す

べ
て
が
聖
人
の
作
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
を
心
理
的
に
容
易
に
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し
た
こ
と
は
十
二
分
に
考
え
う
る（
（3
（

。

　
ま
た
、
聖
人
の
作
か
ど
う
か
識
別
す
る
際
、
歐
陽
脩
は
簡
潔
で
あ
る
こ
と
を
一

つ
の
基
準
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
歐
陽
脩
が
尹
洙
か
ら
學
ん
だ
古
文
の
特
徵
で
も

あ
っ
た（

（3
（

。
歐
陽
脩
は
、
科
擧
に
及
第
し
た
後
、
天
聖
九
年
（
一
〇
三
一
）、
洛
陽
に

赴
任
し
、
そ
こ
で
尹
洙
に
出
會
い
、
彼
に
從
い
古
文
を
學
ん
だ
。
尹
洙
の
古
文
の

特
徵
は
、「
簡
に
し
て
法
㊒
」
る
も
の
で
あ
っ
た（

（3
（

。
こ
の
「
簡
に
し
て
法
㊒
り
」

は
、
歐
陽
脩
は
聖
人
の
作
の
特
徵
だ
と
考
え
て
お
り
、
六
經
で
は
孔
子
が
作
っ
た

『
春
秋
』
だ
け
に
當
て
は
ま
り
、
そ
の
他
の
經
は
孔
子
が
自
作
し
た
文
章
で
は
な

い
の
で
、
法
が
あ
っ
て
も
簡
で
は
な
い
の
だ
と
言
う（

（3
（

。
聖
人
の
作
は
簡
潔
で
あ
る

と
い
う
信
念
は
、
古
文
の
習
得
が
機
緣
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、

歐
陽
脩
の
十
翼
論
は
、
古
文
習
得
以
前
、
す
な
わ
ち
天
聖
九
年
よ
り
前
に
は
い
ま

だ
確
立
し
て
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
歐
陽
脩
は
、
景
祐
四
年
に
「
易
或
問
三
首
」「
易
或
問
」
を
は
じ
め
、「
春
秋

論
」「
春
秋
或
問
」「
泰
誓
論
」
と
い
っ
た
經
書
に
關
す
る
論
考
を
多
數
執
筆
し
て

い
る（

（3
（

。
こ
の
時
は
夷
陵
に
貶
謫
さ
れ
た
不
遇
の
時
代
で
あ
っ
た
。
東
英
壽
氏
は
、

「
か
か
る
夷
陵
に
於
け
る
諸
硏
究
は
、
貶
謫
に
先
だ
つ
景
祐
元
年
か
ら
二
年
間
、

彼
が
館
閣
校
勘
の
任
を
務
め
『
崇
文
總
目
』
の
編
纂
に
攜
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

學
識
を
身
に
つ
け
、
蓄
積
し
た
こ
と
を
基
盤
と
し
て
い
た
」
と
指
摘
す
る（

（3
（

。
宮
中

に
所
藏
さ
れ
て
い
た
萬
卷
の
書
物
を
思
う
存
分
に
讀
む
機
會
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
、

思
想
を
形
成
す
る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
つ
ま
り
、
簡
潔
を
旨
と
す
る
古
文
、
經
書
を
も
疑
う
孟
子
の
批
判
精
神
、
通
說

に
と
ら
わ
れ
な
い
先
人
に
啓
發
を
受
け
辿
り
着
い
た
の
が
、
十
翼
の
す
べ
て
が
聖

人
の
作
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
確
信
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
、
歐
陽
脩
の
『
易
』
解
釋
に
お
け
る
十
翼
論
の
影
响

　
繫
辭
傳
以
下
は
聖
人
の
作
で
は
な
い
と
す
る
認
識
は
、
歐
陽
脩
の
『
易
』
の
形

成
史
觀
を
獨
特
な
も
の
に
し
た
。

　
八
卦
を
作
っ
た
者
、
八
卦
を
重
ね
て
六
十
四
卦
に
し
た
者
、
卦
辭
・
爻
辭
を
作

っ
た
者
、
そ
れ
ぞ
れ
諸
說
あ
っ
た
。
孔
穎
達
は
『
周
易
正
義
』
に
て
そ
の
諸
說
を

擧
げ
反
證
し
、
八
卦
と
そ
れ
を
重
ね
て
六
十
四
卦
に
し
た
者
は
伏
羲
、
卦
辭
は
文

王
、
爻
辭
は
周
公
の
作
だ
と
結
論
づ
け
た
。
以
降
、
こ
の
見
解
が
通
說
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
歐
陽
脩
は
こ
れ
を
取
ら
な
い
。

六
十
四
卦
は
、
古
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
。
夏
商
の
世
で
の
、
筮
占
の
說
は
、

お
お
よ
そ
『
書
』
に
見
え
る
。
文
王
が
紂
の
亂
世
に
遭
っ
て
、
天
下
を
憂
え

る
心
が
あ
り
、
萬
世
を
慮
る
志
が
あ
っ
た
が
、
發
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

卦
爻
は
奇
偶
の
數
に
起
こ
り
、
陰
陽
が
變
化
し
、
交
錯
し
て
文
樣
を
成
し
、

君
子
・
小
人
・
進
退
・
動
靜
・
剛
柔
の
象
が
あ
っ
て
、
治
亂
・
盛
衰
・
得

失
・
吉
凶
の
理
が
こ
こ
に
備
わ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
こ
で
借

用
し
て
言
を
託
し
て
、
名
づ
け
て
『
易
』
と
言
っ
た
。（
易
或
問
三
首
「
六
十

四
卦
、
自
古
用
焉
。
夏
商
之
世
、
筮
占
之
說
、
略
見
于
書
。
文
王
遭
紂
之
亂
、
㊒
憂

天
下
之
心
、
㊒
慮
萬
世
之
志
、
而
無
所
發
、
以
謂
卦
爻
起
於
奇
耦
之
數
、
陰
陽
變
易
、

交
錯
而
成
文
、
㊒
君
子
・
小
人
・
進
退
・
動
靜
・
剛
柔
之
象
、
而
治
亂
・
盛
衰
・
得

失
・
吉
凶
之
理
具
焉
、
因
假
取
以
寓
其
言
、
而
名
之
曰
易
。」）

　
歐
陽
脩
は
、「
六
十
四
卦
は
、
古
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
」
と
言
う
だ
け
で
、

伏
羲
が
作
っ
た
と
は
言
わ
な
い（

（3
（

。
な
ぜ
な
ら
、
八
卦
と
六
十
四
卦
を
作
っ
た
者
を

伏
羲
だ
と
す
る
說
は
、
繫
辭
傳
と
緯
書
の
一
篇
で
あ
る
『
易
緯
』
に
依
る
と
こ
ろ

が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
緯
書
は
經
書
を
補
完
す
る
書
で
、
孔
子
の
作
だ
と

さ
れ
る
。
し
か
し
、
實
際
は
全
く
の
假
託
で
あ
る（

（3
（

。
歐
陽
脩
は
、
九
經
の
『
正

義
』
か
ら
讖
緯
の
記
述
を
取
り
除
く
よ
う
上
奏
す
る
な
ど
、
緯
書
を
全
く
信
じ
て

い
な
か
っ
た（

（3
（

。
繫
辭
傳
に
見
え
る
伏
羲
八
卦
創
作
說
話
は
、
歐
陽
脩
が
矛
盾
點
を
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五

指
摘
す
る
箇
所
で
あ
っ
た
。
繫
辭
傳
や
緯
書
を
聖
人
の
作
だ
と
考
え
て
い
な
か
っ

た
歐
陽
脩
に
と
っ
て
、
伏
羲
が
八
卦
と
六
十
四
卦
を
作
っ
た
と
す
る
說
に
は
何
ら

根
據
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
歐
陽
脩
は
經
に
立
脚
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
。

經
に
書
い
て
い
る
こ
と
は
、
わ
た
し
が
信
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
經
が
言
わ
な

い
こ
と
は
、
わ
た
し
が
知
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。（
春
秋
論
上
「
經
之
所
書
、

予
所
信
也
。
經
所
不
言
、
予
不
知
也
。」）

　
そ
の
姿
勢
が
如
實
に
あ
ら
わ
れ
た
問
答
が
、『
易
童
子
問
』
に
見
え
る
。

童
子
の
質
問
：〔
萃
の
彖
傳
に
〕「
萃
は
、
聚
な
り
」
と
あ
り
、
そ
の
卦
辭
に

は
「
王
　

廟
を
㊒た
も

つ
に
假い
た

る
」
と
言
い
ま
す
。「
渙
は
、
散
な
り
」
と
す
る
の

に
、
そ
の
卦
辭
に
も
「
王
　

廟
を
㊒
つ
に
假
る
」
と
言
う
の
は
、
ど
う
し
て

で
す
か
。

答
え
：
渙
に
散
の
意
味
が
あ
る
と
言
っ
た
の
は
誰
だ
。『
易
』
に
そ
の
よ
う

な
辭
は
な
い
。

童
子
：
で
は
、
あ
え
て
渙
の
義
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

答
え
：
わ
た
し
は
決
し
て
臆
見
を
述
べ
な
い
。
渙
の
卦
辭
に
は
「
大
川
を
涉

る
に
利
あ
り
」
と
言
い
、
そ
の
彖
傳
に
は
「
木
に
乘
る
に
功
㊒
る
な
り
」、

そ
の
象
傳
に
は
ま
た
「
風
　

水
の
上
を
行
く
は
、
渙
」
と
言
う
。
そ
し
て
人

が
言
う
に
は
、
冰
が
解
け
流
れ
て
行
き
渡
る
こ
と
を
渙
と
言
う
。
そ
う
す
る

と
、
渙
は
、
流
行
通
達
す
る
こ
と
を
言
い
、
乖
離
分
散
の
義
と
異
な
る
。

（『
易
童
子
問
』
卷
二
「
童
子
問
曰
、
萃
、
聚
也
、
其
辭
曰
王
假
㊒
廟
。
渙
、
散
也
、

其
辭
又
曰
王
假
㊒
廟
、
何
謂
也
。
曰
、
謂
渙
爲
散
者
誰
歟
。
易
無
其
辭
也
。
童
子
曰
、

然
則
敢
問
渙
之
義
。
曰
、
吾
其
敢
爲
臆
說
乎
。
渙
之
卦
辭
曰
利
涉
大
川
、
其
彖
曰
乘

木
㊒
功
也
、
其
象
亦
曰
風
行
水
上
、
渙
。
而
人
之
語
者
、
冰
釋
汗
浹
皆
曰
渙
。
然
則

渙
者
、
流
行
通
達
之
謂
也
、
與
夫
乖
離
分
散
之
義
異
矣
。」）

　「
萃
は
、
聚
な
り
」「
渙
は
、
散
な
り
」
と
意
義
が
眞
逆
な
の
に
、
そ
の
卦
辭
に

同
文
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
疑
問
に
對
し
て
、「
渙
は
、
散
な
り
」
と
い

う
意
義
は
『
易
』
に
は
存
在
し
な
い
、「
渙
」
は
流
行
通
達
の
義
な
の
だ
と
囘
答

す
る
。

　「
渙
は
、
散
な
り
」
と
す
る
說
は
、『
周
易
正
義
』
に
由
來
す
る
。
渙
の
卦
辭
の

『
正
義
』
に
「
雜
卦
傳
に
『
渙
は
、
離
な
り
』
と
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
渙
は
離
散

の
呼
び
名
と
す
る
。（「
雜
卦
曰
渙
、
離
也
、
此
又
渙
是
離
散
之
號
也
。」）」
と
言
う
。

『
正
義
』
が
「
渙
」
の
意
味
を
「
離
散
」
で
あ
る
と
し
た
の
は
、
雜
卦
傳
に
典
據

が
あ
っ
た
。
だ
が
、
歐
陽
脩
は
雜
卦
傳
を
聖
人
の
作
と
み
な
し
て
い
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、「『
易
』
に
そ
の
よ
う
な
辭
は
な
い
」
と
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
歐
陽
脩
は
聖
人
で
は
な
い
言
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
を
嫌
い
、
勉
め
て
經
に
依
據

し
て
解
釋
し
よ
う
と
試
み
て
い
た
こ
と
が
、
上
の
問
答
か
ら
は
っ
き
り
と
見
て
取

れ
る
。
ま
た
『
易
童
子
問
』
に
は
、
童
子
の
質
問
に
對
し
て
、「
吾
不
知
也
」
の

一
言
で
濟
ま
せ
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
經
に
解
釋
す
る
た
め
の
據
り
ど
こ
ろ
が

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
歐
陽
脩
は
決
し
て
無
理
に
解
釋
し
よ
う
と
は
し
な
い
。「
六
十
四
卦
は
、
古
か

ら
用
い
ら
れ
て
い
た
」
と
、
誰
が
作
っ
た
の
か
明
言
せ
ず
に
曖
昧
に
留
め
た
の
も
、

聖
人
の
作
で
あ
る
經
に
論
據
が
な
か
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
卦
辭
と
爻
辭
の
作
者
は
、
先
に
擧
げ
た
說
の
他
に
、
卦
辭
・
爻
辭
と
も
に
文
王

と
す
る
說
も
あ
っ
た
。
文
王
作
說
は
、
繫
辭
傳
に
「『
易
』
の
興
る
や
、
其
れ
中

古
に
於
い
て
か
。『
易
』
を
作
る
者
、
其
れ
憂
患
㊒
る
か
。（「
易
之
興
也
、
其
於
中

古
乎
、
作
易
者
、
其
㊒
憂
患
乎
。」）」
や
「『
易
』
の
興
る
や
、
其
れ
殷
の
末
世
、
周

の
盛
德
に
當
た
る
や
。
文
王
と
紂
と
の
事
に
當
た
る
や
。（「
易
之
興
也
、
其
當
殷
之

末
世
、
周
之
盛
德
邪
、
當
文
王
與
紂
之
事
邪
」。）」
と
あ
る
こ
と
に
も
と
づ
く
。「
其
れ

憂
患
㊒
る
か
」
と
は
、
紂
王
に
よ
っ
て
文
王
が
羑
里
に
囚
わ
れ
、
艱
難
の
中
で
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『
易
』
を
敷
衍
し
た
故
事
を
指
す
と
さ
れ
る
。
卦
辭
は
文
王
、
爻
辭
は
周
公
の
作

と
す
る
說
は
、
爻
辭
に
文
王
死
後
で
し
か
書
き
得
な
い
記
述
が
あ
る
と
す
る
こ
と

か
ら
生
ま
れ
た
說
で
あ
る（

（4
（

。

　
歐
陽
脩
は
文
王
作
說
に
左
袒
し
た
。
そ
れ
は
、
上
に
擧
げ
た
繫
辭
傳
の
文
章
は

聖
人
の
言
だ
と
認
め
た
こ
と
に
よ
る（

（4
（

。
上
述
し
た
よ
う
に
、
歐
陽
脩
は
繫
辭
傳
に

は
聖
人
の
言
と
聖
人
で
は
な
い
言
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。

　
ど
う
し
て
文
王
は
卦
辭
・
爻
辭
を
作
り
、
孔
子
は
彖
傳
・
象
傳
を
作
っ
た
の
か
、

歐
陽
脩
の
見
解
は
非
常
に
興
味
深
い
。

文
王
が
紂
の
亂
世
に
遭
っ
て
、
天
下
を
憂
え
る
心
が
あ
り
、
萬
世
を
慮
る
志

が
あ
っ
た
が
、
發
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
卦
爻
は
奇
偶
の
數
に
起
こ
り
、

陰
陽
が
變
化
し
、
交
錯
し
て
文
樣
を
成
し
、
君
子
・
小
人
・
進
退
・
動
靜
・

剛
柔
の
象
が
あ
っ
て
、
治
亂
・
盛
衰
・
得
失
・
吉
凶
の
理
が
こ
こ
に
備
わ
る

と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
こ
で
借
用
し
て
言
を
託
し
て
、
そ
れ
を
名

づ
け
て
『
易
』
と
言
っ
た
。
後
世
に
至
っ
て
、
占
筮
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
孔
子
は
周
末
に
出
で
、
文
王
の
志
が
後
世
に
現
れ
ず
、『
易
』
が

ひ
た
す
ら
筮
占
の
用
と
さ
れ
る
こ
と
を
懼
れ
て
、
は
じ
め
て
彖
傳
・
象
傳
を

作
り
、
卦
義
を
發
明
し
、
必
ず
聖
人
・
君
子
・
王
后
と
稱
し
て
そ
の
事
に
當

て
、
常
に
四
方
の
萬
國
、
天
地
萬
物
の
大
な
る
こ
と
で
言
辭
を
作
っ
た
。
明

ら
か
に
卜
筮
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
本
意
を
推
し
て
世
の
誤

り
を
正
し
、
そ
う
し
た
後
に
文
王
の
志
は
お
お
い
に
明
確
と
な
っ
て
、『
易
』

は
は
じ
め
て
六
經
に
列
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。『
易
』
が
卜
筮
の
書
に
成
り

下
が
っ
た
の
は
、
今
の
世
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
。
孔
子
が
い
な
け
れ
ば
、

文
王
の
志
は
沒
し
て
現
れ
な
か
っ
た
。（『
易
童
子
問
』
卷
三
「
文
王
遭
紂
之
亂
、

㊒
憂
天
下
之
心
、
㊒
慮
萬
世
之
志
、
而
無
所
發
、
以
謂
卦
爻
起
於
奇
耦
之
數
、
陰
陽

變
易
、
交
錯
而
成
文
、
㊒
君
子
・
小
人
・
進
退
・
動
靜
・
剛
柔
之
象
、
而
治
亂
・
盛

衰
・
得
失
・
吉
凶
之
理
具
焉
、
因
假
取
以
寓
其
言
、
而
名
之
曰
易
。
至
其
後
世
、
用

以
占
筮
。
孔
子
出
於
周
末
、
懼
文
王
之
志
不
見
于
後
世
、
而
易
專
爲
筮
占
用
也
、
乃

作
彖
・
象
、
發
明
卦
義
、
必
稱
聖
人
・
君
子
・
王
后
、
以
當
其
事
、
而
常
以
四
方
萬

國
、
天
地
萬
物
之
大
以
爲
言
。
蓋
明
非
止
於
卜
筮
也
、
所
以
推
原
本
意
而
矯
世
失
、

然
後
文
王
之
志
大
明
、
而
易
始
列
乎
六
經
矣
。
易
之
淪
于
卜
筮
、
非
止
今
世
也
、
微

孔
子
、
則
文
王
之
志
沒
而
不
見
矣
。）」

　
文
王
は
、『
易
』
の
卦
爻
に
は
こ
の
世
の
あ
ら
ゆ
る
衟
理
が
含
ま
れ
て
い
る
と

考
え
、
そ
こ
で
そ
の
義
を
發
明
す
る
辭
を
作
っ
た
。
そ
れ
が
後
世
で
は
專
ら
占
筮

に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
孔
子
は
、
文
王
の
志
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
を
惜
し
み
、
彖
傳
・
象
傳
を
作
っ
た
。
そ
う
し
て
文
王
の
志
が
明
確
と
な
り
、

『
易
』
は
卜
筮
の
書
で
は
な
く
、
こ
の
世
の
衟
理
を
正
す
敎
訓
の
書
と
な
り
、
六

經
に
列
せ
ら
れ
た
の
だ
、
と
歐
陽
脩
は
考
え
た
。『
易
』
を
、
占
筮
の
書
で
は
な

く
、
人
事
の
書
だ
と
捉
え
る
こ
と
は
、
歐
陽
脩
の
易
學
思
想
の
特
徵
の
一
つ
で
あ

る（
（4
（

。
だ
か
ら
こ
そ
、
筮
占
を
主
と
し
た
漢
易
よ
り
も
義
理
を
重
視
し
た
王
弼
を
評

價
し
た
。

あ
あ
、
文
王
に
孔
子
が
い
な
け
れ
ば
、『
易
』
は
卜
筮
の
書
に
成
り
下
が
っ

て
い
た
。『
易
』
に
王
弼
が
い
な
け
れ
ば
、
異
端
の
說
に
お
ち
ぶ
れ
て
い
た
。

孔
子
に
も
と
づ
い
て
文
王
が
心
を
碎
い
た
こ
と
を
求
め
、
王
弼
に
も
と
づ
い

て
孔
子
の
意
を
求
め
、
わ
た
し
が
言
っ
た
こ
と
に
も
と
づ
い
て
王
弼
の
得
失

を
求
め
る
の
が
よ
ろ
し
い
。（
易
或
問
三
首
「
嗚
呼
、
文
王
無
孔
子
、
易
其
淪
於

卜
筮
乎
。
易
無
王
弼
、
其
淪
於
異
端
之
說
乎
。
因
孔
子
而
求
文
王
之
用
心
、
因
弼
而

求
孔
子
之
意
、
因
予
言
而
求
弼
之
得
失
、
可
也
。」）

　
歐
陽
脩
が
說
卦
傳
や
雜
卦
傳
を
筮
人
の
占
書
だ
と
言
っ
て
聖
人
の
作
で
は
な
い

と
否
定
し
た（

（4
（

の
は
、
孔
子
が
傳
を
作
っ
た
理
由
は
占
筮
の
た
め
で
は
な
か
っ
た
と

考
え
た
こ
と
に
よ
る
。



歐
陽
脩
の
易
學
思
想
の
形
成

六
七

　
歐
陽
脩
は
、『
易
』
の
經
と
傳
が
渾
然
一
體
と
な
っ
た
形
に
批
判
的
で
あ
っ
た

こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
。
當
時
の
通
行
本
は
、
現
在
と
同
樣
に
『
周
易
正
義
』
に
お

い
て
正
統
な
㊟
釋
と
し
て
採
用
さ
れ
た
王
弼
㊟
本
で
あ
っ
た
。
そ
の
本
は
、
經
傳

混
淆
と
な
っ
た
形
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
乾
卦
で
は
、
最
初
に
卦
辭
が
置
か
れ
、

次
に
爻
辭
、
そ
し
て
彖
傳
・
象
傳
・
乾
の
文
言
傳
と
續
く
。
坤
卦
で
は
、
卦
辭
の

次
に
彖
傳
・
大
象
傳
が
置
か
れ
、
各
爻
辭
の
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
小
象
傳
が
分
配
さ

れ
る
。
そ
の
後
に
坤
の
文
言
傳
が
置
か
れ
る
。
そ
の
他
の
卦
は
、
坤
卦
と
同
じ
構

成
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
六
十
四
卦
の
後
に
繫
辭
傳
・
說
卦
傳
・
序
卦
傳
・

雜
卦
傳
の
順
で
付
さ
れ
る
。
歐
陽
脩
は
、
こ
の
經
傳
混
淆
の
形
は
本
來
の
形
態
で

は
な
い
と
考
え
て
い
た
。

費
直
の
『
易
』
は
、
授
か
る
と
こ
ろ
な
く
、
章
句
も
殘
さ
ず
、
た
だ
彖
・

象
・
文
言
等
の
十
篇
で
上
・
下
經
を
解
釋
し
た
。
お
よ
そ
彖
・
象
・
文
言
等

を
卦
中
に
ま
じ
え
入
れ
た
者
は
、
み
な
費
氏
を
祖
と
す
る
。
田
何
・
焦
延
壽

の
學
は
、
漢
末
に
廢
れ
、
費
氏
ひ
と
り
興
り
、
代
々
傳
え
ら
れ
、
鄭
玄
に
至

っ
た
。
そ
し
て
王
弼
の
㊟
に
は
、
鄭
玄
の
說
を
用
い
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
王

弼
は
鄭
玄
本
に
も
と
づ
い
て
㊟
を
作
っ
た
。
今
の
世
に
通
行
す
る
も
の
は
、

た
だ
王
弼
の
『
易
』
だ
け
で
、
そ
の
源
は
費
氏
に
出
る
。
孔
子
の
古
經
は
亡

ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。（
傳
易
圖
序
「
費
直
之
易
、
亦
無
所
授
、
又
無
章
句
、

惟
以
彖
・
象
・
文
言
等
十
篇
解
上
・
下
經
。
凡
以
彖
・
象
・
文
言
等
參
入
卦
中
者
、

皆
祖
之
費
氏
。
田
・
焦
之
學
、
廢
於
漢
末
、
費
氏
獨
興
、
遞
傳
至
鄭
康
成
。
而
王
弼

所
㊟
、
或
用
康
成
之
說
、
是
弼
卽
鄭
本
而
爲
㊟
。
今
行
世
者
、
惟
㊒
王
弼
易
、
其
源

出
於
費
氏
也
。
孔
子
之
古
經
亡
矣
。」）

　
費
直
は
、
前
漢
末
の
人
で
、
著
作
は
殘
さ
ず
、
と
り
わ
け
十
翼
を
も
っ
て

『
易
』
の
上
下
經
を
解
釋
し
た
人
物
と
さ
れ
る（

（4
（

。
歐
陽
脩
は
、
そ
の
費
直
が
初
め

て
經
と
傳
を
合
し
、
鄭
玄
が
そ
れ
を
受
け
繼
ぎ
、
王
弼
が
鄭
玄
本
に
も
と
づ
い
て

㊟
を
付
け
た
。
そ
し
て
、
經
傳
混
淆
の
王
弼
本
だ
け
が
殘
る
こ
と
に
な
り
、
經
傳

別
行
の
孔
子
の
古
經
は
滅
ん
で
し
ま
っ
た
、
と
考
え
た
。
こ
の
費
直
が
初
め
て
經

と
傳
を
合
し
た
と
す
る
說
は
、
歐
陽
脩
の
創
見
で
あ
る
。
彼
が
書
い
た
『
崇
文
總

目
』
の
易
類
序
に
も
、
ほ
ぼ
同
じ
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

　
確
か
に
、
少
な
く
と
も
前
漢
ま
で
は
『
易
』
の
經
と
傳
は
分
置
さ
れ
て
い
た（

（4
（

。

だ
が
、
歐
陽
脩
よ
り
前
で
は
、『
易
』
の
形
態
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
問
題
視
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
三
國
魏
の
髙
貴
鄕
公
髦
が
博
士
の
淳
于
俊
に
、
鄭
玄
㊟
で

は
經
文
と
彖
傳
・
象
傳
を
合
し
て
い
る
の
は
ど
う
し
て
か
、
と
下
問
し
た
こ
と
が

記
錄
さ
れ
る
ぐ
ら
い
で
あ
る（

（4
（

。
歐
陽
脩
が
經
傳
混
淆
の
形
に
否
定
的
で
あ
っ
た
の

は
、
昔
は
そ
う
だ
っ
た
か
ら
元
に
戾
そ
う
と
す
る
單
な
る
懷
古
主
義
に
よ
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
裏
に
は
、
十
翼
の
す
べ
て
が
聖
人
の
作
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
か
ら
、
と
い
う
理
由
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
聖
人
の
作
で
あ
る
書
と
そ
う

で
は
な
い
書
を
峻
別
す
る
歐
陽
脩
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
混
じ
り
合
っ
て
い
る
形
は

承
服
し
が
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
歐
陽
脩
の
易
學
思
想
は
、
十
翼
の
す
べ
て
が
聖
人
の
作
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
と
す
る
十
翼
論
が
前
提
と
な
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
。
言
い
換

え
れ
ば
、
十
翼
論
を
土
臺
と
し
て
そ
の
上
に
築
き
上
げ
ら
れ
た
の
が
、
歐
陽
脩
の

易
學
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
槪
說
書
で
は
、
歐
陽
脩
は
、
十
翼
は
聖
人
あ
る
い
は
孔
子
の
作
で
は
な
い
と
主

張
し
た
と
書
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
嚴
密
に
言
え
ば
、
正
し
く
な
い
。
歐

陽
脩
が
主
張
し
た
の
は
、「
十
翼
皆
非

0

0

聖
人
之
作
」
で
は
な
く
、「
十
翼
非
皆

0

0

聖
人

之
作
」
な
の
で
あ
る
。
歐
陽
脩
は
、
十
翼
の
う
ち
、
彖
傳
・
象
傳
は
孔
子
の
作
だ

と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
以
下
の
繫
辭
傳
・
文
言
傳
・
說
卦
傳
・
序
卦
傳
・
雜
卦
傳
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が
、
聖
人
（
孔
子
）
の
作
で
は
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
聖
人
の
言
と
聖
人
で
は
な
い
言
を
分
か
つ
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、「
繁
衍
叢
脞
（
繁

雜
で
細
々
と
し
て
い
る
こ
と
）」
で
あ
っ
た
。
歐
陽
脩
は
、
聖
人
の
作
は
か
な
ら
ず

簡
潔
で
率
直
で
あ
る
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
い
た
。
文
言
傳
や
繫
辭
傳
に
象
徵
さ

れ
る
、「
子
曰
」
の
記
述
や
、
解
釋
の
重
複
と
齟
齬
、
そ
う
し
た
「
繁
衍
叢
脞
」

か
ら
聖
人
の
作
で
は
な
い
と
判
斷
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
繫
辭
以
下
の

傳
は
聖
人
の
作
で
は
な
い
と
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
す
べ
て
を
否
定
す
る
こ
と
は

し
な
か
っ
た
。
繫
辭
傳
は
講
師
の
傳
で
あ
る
が
、
そ
の
源
は
孔
子
に
出
で
、
聖
人

の
言
と
聖
人
で
は
な
い
言
が
含
ま
れ
る
と
考
え
て
い
た
。

　
歐
陽
脩
が
十
翼
の
す
べ
て
が
聖
人
の
作
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
考
え
に

辿
り
着
い
た
の
は
、
讀
書
體
驗
か
ら
で
あ
っ
た
。『
易
』
の
缺
文
や
齟
齬
に
疑
問

を
懷
い
た
の
が
、
讀
書
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
疑
念
に
煩
悶
す
る
中
で
、
孟

子
の
「
こ
と
ご
と
く
『
書
』
を
信
じ
る
な
ら
ば
、『
書
』
が
な
い
ほ
う
が
ま
し
で

あ
る
」
と
い
う
經
書
自
體
を
疑
う
批
判
精
神
に
出
會
い
、『
易
』
自
體
を
疑
う
よ

う
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、『
崇
文
總
目
』
の
編
纂
官
と
し
て
宮
中
に
藏

せ
ら
れ
て
い
た
萬
卷
の
書
物
を
讀
む
機
會
に
惠
ま
れ
た
こ
と
も
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
。「
易
或
問
三
首
」
や
「
易
或
問
」
だ
け
で
な
く
そ
の
他
の
經
書
に
關
す

る
多
數
の
論
考
が
、『
崇
文
總
目
』
の
編
纂
官
か
ら
夷
陵
に
貶
謫
さ
れ
て
一
年
足

ら
ず
の
う
ち
に
書
か
れ
た
こ
と
は
、『
崇
文
總
目
』
の
編
纂
に
參
與
し
た
こ
と
が
、

歐
陽
脩
に
と
っ
て
思
想
を
確
立
す
る
上
で
如
何
に
重
要
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い

る
。
歐
陽
脩
は
、『
崇
文
總
目
』
の
編
纂
官
時
代
に
お
い
て
、
十
翼
の
孔
子
作
說

に
對
し
別
說
を
立
て
る
先
人
の
著
作
を
讀
み
示
唆
を
受
け
な
が
ら
、
十
翼
論
を
確

立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
十
翼
の
す
べ
て
が
聖
人
の
作
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
認
識
は
、
歐
陽
脩

の
易
學
思
想
の
核
心
で
あ
っ
た
。
歐
陽
脩
は
、
聖
人
の
言
と
聖
人
で
は
な
い
言
を

峻
別
し
、
聖
人
の
作
で
あ
る
經
に
依
據
し
て
論
を
組
み
立
て
よ
う
と
す
る
。『
易

童
子
問
』
で
は
、
孔
子
の
作
と
す
る
彖
傳
と
象
傳
は
論
據
と
し
、
そ
の
他
の
聖
人

の
作
で
は
な
い
傳
の
影
响
を
排
除
し
よ
う
と
試
み
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
繫
辭
傳
や
緯
書
を
根
據
と
す
る
伏
羲
の
八
卦
六
十
四
卦
創
作
說
を
取
る

こ
と
は
せ
ず
、『
易
』
の
經
と
傳
は
分
け
て
置
く
べ
き
だ
と
い
う
主
張
に
も
繫
が

っ
た
。
歐
陽
脩
の
易
學
思
想
は
、
十
翼
の
す
べ
て
が
聖
人
の
作
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
と
す
る
十
翼
論
が
大
前
提
と
な
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
歐
陽
脩
の
易
學
思
想
が
宋
代
易
學
の
展
開
に
與
え
た
影
响
は
決
し
て
小
さ
い
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
費
直
が
初
め
て
『
易
』
の
經
と
傳
を
合
し
た
と
す
る
說
は
晁

說
之
に
受
け
繼
が
れ
、
現
今
の
經
傳
混
淆
の
形
を
古
來
の
經
傳
別
行
の
形
に
戾
そ

う
と
す
る
古
易
復
興
運
動
に
影
响
を
與
え
た（

（4
（

。
朱
熹
が
『
周
易
本
義
』
に
お
い
て

「
十
翼
は
す
べ
て
夫
子
の
作
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、『
子
曰
』
の
字
を
自
著
し
た
は

ず
は
な
く
、
お
そ
ら
く
は
後
人
の
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。（『
周
易
本
義
』
卷
七

「
十
翼
皆
夫
子
所
作
、
不
應
自
著
子
曰
字
、
疑
後
人
所
加
也
。」）」
と
言
う
の
は
、「
子

曰
」
を
孔
子
み
ず
か
ら
言
う
は
ず
が
な
い
と
疑
い
「
講
師
の
言
」
だ
と
み
な
し
た
、

歐
陽
脩
へ
の
反
論
な
の
で
あ
る（

（4
（

。
朱
熹
は
、
歐
陽
脩
の
『
易
』
解
釋
に
對
し
て
批

判
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
歐
陽
脩
の
「
用
六
」「
用
九
」
の
解
釋（

（5
（

に
關
し
て
は
正

し
い
と
し（

（5
（

、『
周
易
本
義
』
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
歐
陽
脩
の
易
學
思
想
は
受
容
・
批
判
さ
れ
な
が
ら
、
次
世
代
に
受
け
繼
が
れ
て

い
た
。
こ
れ
ま
で
歐
陽
脩
の
易
學
に
つ
い
て
、
十
翼
の
す
べ
て
が
聖
人
の
作
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
と
主
張
し
た
こ
と
ば
か
り
に
㊟
目
さ
れ
、
宋
代
易
學
の
中
で
果

た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
そ
こ
ま
で
㊟
意
が
向
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
歐
陽
脩
の
宋
代
易
學
で
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
取
り

組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
本
論
で
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
、
歐
陽
脩
の
『
易
』
の
經
文
解
釋
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
彼
の
『
易
』
解
釋
の



歐
陽
脩
の
易
學
思
想
の
形
成

六
九

特
徵
を
明
確
に
し
、
後
の
世
の
『
易
』
解
釋
と
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

㊟（
1
）　『
史
記
』
孔
子
世
家
「
孔
子
晚
而
喜
易
、
序
彖
・
繫
・
象
・
說
卦
・
文
言
」。

（
2
）　『
周
易
正
義
』
卷
第
一
・
第
六
論
夫
子
十
翼
「
其
彖
・
象
等
十
翼
之
辭
、
以
爲
孔

子
所
作
、
先
儒
更
无
異
論
」。

（
3
）　『
歐
陽
文
忠
公
集
』
は
、
四
部
叢
刊
本
を
使
用
し
た
。

（
4
）　
戶
田
豐
三
郞
「
歐
陽
脩
の
易
學
」（『
東
方
學
』
第
二
十
五
輯
、
一
九
六
三
年
、
後
、

『
易
經
㊟
釋
史
綱
』、
風
間
書
房
、
一
九
六
八
年
、
所
收
）。

（
5
）　
朱
伯
崑
著
　
伊
東
倫
厚
監
譯
　
近
藤
浩
之
編
『
易
學
哲
學
史
』
第
二
卷
（
朋
友
書

店
、
二
〇
〇
九
年
）、
曾
建
林
『
歐
陽
修
經
學
思
想
硏
究
』（
浙
江
大
學
出
版
社
、
二

〇
一
四
年
）。

（
6
）　「
簡
易
」「
簡
直
」
が
歐
陽
脩
の
經
學
の
特
徵
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
劉
子
健
『
歐
陽

脩
的
治
學
與
從
政
（
補
正
再
版
）』（
新
文
豐
出
版
公
司
、
一
九
八
四
年
）
上
編

「（
一
）
歐
陽
脩
の
經
學
」、
宇
佐
美
文
理
「
歐
陽
脩
の
學
問
と
藝
術
論
」（『
中
國
思

想
史
硏
究
』
第
九
號
、
一
九
八
七
年
）、
土
田
健
次
郞
『
衟
學
の
形
成
』（
創
文
社
、

二
〇
〇
二
年
）
第
一
章
第
二
節
四
「
自
然
と
簡
易
」、
注
（
5
）
曾
前
揭
書
第
六
章

第
一
節
「
歐
陽
脩
經
學
思
想
的
特
點
」
を
參
照
の
こ
と
。

（
7
）　
易
或
問
三
首
「
或
者
曰
、
然
則
何
以
知
非
聖
人
之
作
也
。
曰
、
大
儒
君
子
之
於
學

也
、
理
達
而
已
矣
。
中
人
已
下
、
指
其
迹
、
提
其
耳
而
譬
之
、
猶
㊒
惑
焉
者
、
溺
於

習
聞
之
久
、
曲
學
之
士
喜
爲
奇
說
以
取
勝
也
。
何
謂
子
曰
者
。
講
師
之
言
也
、
吾
嘗

以
譬
學
者
矣
。
元
者
善
之
長
、
亨
者
嘉
之
會
、
利
者
義
之
和
、
貞
者
事
之
幹
、
此
所

謂
文
言
也
。
方
魯
穆
姜
之
衟
此
言
也
、
在
襄
公
之
九
年
、
後
十
㊒
五
年
而
孔
子
生
。

左
氏
之
傳
春
秋
也
、
固
多
浮
誕
之
辭
、
然
其
用
心
、
亦
必
欲
其
書
之
信
後
世
也
。
使

左
氏
知
文
言
爲
孔
子
作
也
、
必
不
以
追
附
穆
姜
之
說
而
疑
後
世
、
蓋
左
氏
者
、
不
意

後
世
以
文
言
爲
孔
子
作
也
。
孟
子
曰
、
盡
信
書
不
如
無
書
。
孟
子
豈
好
非
六
經
者
、

黜
其
雜
亂
之
說
、
所
以
尊
經
」。

（
8
）　
傳
易
圖
序
「
昔
孔
子
門
人
追
記
其
言
作
論
語
、
書
其
首
必
以
子
曰
者
、
所
以
別
夫

子
與
弟
子
之
言
。
又
其
言
非
一
事
、
其
事
非
一
時
、
文
聯
屬
而
言
難
次
第
、
故
每
更

一
事
必
書
子
曰
以
起
之
。
若
文
言
者
、
夫
子
自
作
、
不
應
自
稱
子
曰
」。

（
9
）　『
易
童
子
問
』
卷
一
「
童
子
曰
、
然
則
乾
無
四
德
、
而
文
言
非
聖
人
書
乎
。
曰
、

是
魯
穆
姜
之
言
也
、
在
襄
公
之
九
年
」。

（
10
）　
易
或
問
三
首
「
十
翼
之
說
、
不
知
起
於
何
人
」。

（
11
）　
長
文
で
あ
る
た
め
全
文
は
引
か
な
い
。『
易
童
子
問
』
卷
三
「
童
子
曰
、
敢
問
其

略
」
の
問
答
を
參
照
の
こ
と
。

（
12
）　
易
或
問
「
或
問
曰
、
今
之
所
謂
繫
辭
者
、
果
非
聖
人
之
書
乎
。
曰
、
是
講
師
之
傳
、

謂
之
大
傳
、
其
源
蓋
出
於
孔
子
、
而
相
傳
於
易
師
也
。
其
來
也
遠
、
其
傳
也
多
、
其

間
轉
失
而
增
加
者
、
不
足
怪
也
。
故
㊒
聖
人
之
言
焉
、
㊒
非
聖
人
之
言
焉
」。

（
13
）　
易
或
問
三
首
「
或
問
、
大
衍
、
筮
占
之
事
也
、
其
於
筮
占
之
說
、
無
所
非
乎
。
曰
、

其
法
是
也
、
其
言
非
也
」。

（
14
）　
王
安
石
は
、「
如
歐
陽
修
文
章
於
今
誠
爲
卓
越
、
然
不
知
經
、
不
識
義
理
、
非
周

禮
、
毀
繫
辭
、
中
間
學
士
爲
其
所
誤
幾
至
大
壞
」（『
續
資
治
通
鑑
長
編
』
卷
二
一

一
）
と
非
難
す
る
。

（
15
）　『
北
牕
炙
輠輠
』
卷
上
「
歐
公
語
易
、
以
爲
文
言
・
大
繫
皆
非
孔
子
所
作
、
乃
當
時

易
師
爲
之
耳
。
魏
公
心
知
其
非
、
然
未
嘗
與
辯
、
但
對
歐
公
終
身
不
言
易
」。

（
16
）　
㊟
（
5
）
朱
前
揭
譯
書
、
八
二
頁
。

（
17
）　『
宋
史
』
歐
陽
脩
傳
「
歐
陽
脩
、
字
永
叔
、
廬
陵
人
。
四
歲
而
孤
、
母
鄭
、
守
節

自
誓
、
親
誨
之
學
、
家
貧
、
至
以
荻
畫
地
學
書
。
幼
敏
悟
過
人
、
讀
書
輒
成
誦
」。

（
18
）　
囘
丁
判
官
書
（『
歐
陽
文
忠
公
集
』
卷
六
七
・『
居
士
外
集
』
卷
一
七
）「
如
修
之

愚
、
少
無
師
傳
、
而
學
出
己
見
」。

（
19
）　
答
祖
擇
之
書
（『
歐
陽
文
忠
公
集
』
卷
六
八
・『
居
士
外
集
』
卷
一
八
）「
夫
世
無



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

七
〇

師
矣
、
學
者
當
師
經
」。

（
20
）　
歐
陽
脩
は
、
今
傳
わ
っ
て
い
る
『
易
』
を
完
本
だ
と
は
み
な
し
て
い
な
か
っ
た
。

傳
易
圖
序
に
「
說
者
言
當
秦
焚
書
時
易
以
卜
筮
得
獨
不
焚
。
其
後
漢
興
、
他
書
雖
出
、

皆
多
殘
缺
、
而
易
經
以
故
獨
完
。
然
如
經
解
所
引
、
考
於
今
易
亡
之
、
豈
今
易
亦
㊒

亡
者
邪
、
是
亦
不
得
爲
完
書
也
」
と
、『
禮
記
』
經
解
に
現
行
本
に
は
な
い
『
易
』

の
文
を
引
く
こ
と
を
そ
の
例
證
と
す
る
。
ま
た
、『
易
童
子
問
』
卷
一
の
冒
頭
の
問

答
に
も
「
易
之
闕
文
多
矣
」
と
あ
る
。

（
21
）　「
易
或
問
三
首
」
に
は
、「
孟
子
曰
、
盡
信
書
不
如
無
書
。
孟
子
豈
好
非
六
經
者
、

黜
其
雜
亂
之
說
、
所
以
尊
經
」
と
あ
る
。

（
22
）　『
宋
史
』
儒
林
列
傳
一
「
王
昭
素
、
開
封
酸
棗
人
。
少
篤
學
不
仕
、
㊒
至
行
、
爲

鄕
里
所
稱
。
常
聚
徒
敎
授
以
自
給
、
李
穆
與
弟
肅
及
李
惲
皆
常
師
事
焉
。
…
…
開
寶

中
、
穆
薦
之
朝
、
詔
召
赴
闕
、
見
於
便
殿
、
時
年
七
十
七
、
精
神
不
衰
。
太
祖
問
曰
、

何
以
不
求
仕
進
、
致
相
見
之
晚
。
對
曰
、
臣
草
野
惷
愚
、
無
以
裨
聖
化
。
賜
坐
、
令

講
易
乾
卦
、
召
宰
相
薛
居
正
等
觀
之
、
至
飛
龍
在
天
、
上
曰
、
此
書
豈
可
令
常
人
見
。

昭
素
對
曰
、
此
書
非
聖
人
出
不
能
合
其
象
。
因
訪
以
民
間
事
、
昭
素
所
言
誠
實
無
隱
、

上
嘉
之
。
以
衰
老
求
歸
鄕
里
、
拜
國
子
博
士
致
仕
」。

（
23
）　『
厚
齋
易
學
』
附
錄
一
・
先
儒
著
述
上
「
正
義
補
闕
。
崇
文
總
目
、
周
易
正
義
補

闕
七
卷
、
不
著
撰
人
名
氏
。
自
謂
禆禆
穎
達
之
闕
。
盖
出
於
近
世
云
」。

（
24
）　『
玉
海
』
卷
三
六
「
胡
旦
㊒
易
演
聖
通
論
十
六
卷
、
多
引
㊟
疏
及
王
昭
素
論
爲
之

商
㩁㩁
」。

（
25
）　『
郡
齋
讀
書
志
』
卷
一
・
證
墜
簡
一
卷
「
皇
朝
天
禧
中
毗
陵
從
事
建
溪
範
諤
昌
撰
」。

（
26
）　『
漢
上
易
傳
卦
圖
』「
右
河
圖
、
劉
牧
傳
於
范
諤
昌
、
諤
昌
傳
於
許
堅
、
堅
傳
於
李

漑
、
漑
傳
於
种
放
、
放
傳
於
希
夷
陳
摶
」。
な
お
『
宋
史
』
朱
震
傳
に
は
「
放
以
河

圖
・
洛
書
傳
李
漑
、
漑
傳
許
堅
、
許
堅
傳
范
諤
昌
、
諤
昌
傳
劉
牧
」
と
あ
り
、
や
や

異
な
る
。

（
27
）　『
漢
上
周
易
叢
說
』「
諤
昌
以
乾
彖
釋
元
亨
利
貞
、
文
言
又
從
而
釋
之
、
疑
其
重
複
、

謂
非
孔
子
之
言
、
且
引
穆
姜
之
言
證
之
」。

（
28
）　
さ
ら
に
遡
れ
ば
、『
經
典
釋
文
』
に
「
梁
武
帝
云
、
文
言
是
文
王
所
制
」
と
、
梁

の
武
帝
が
文
言
傳
を
文
王
が
作
っ
た
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
た
。

（
29
）　『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
「
易
或
問
三
首
」
と
「
易
或
問
」
に
對
す
る
㊟
記
に
「
景

祐
四
年
」
と
あ
る
。

（
30
）　
戶
田
氏
は
、
繫
辭
傳
に
見
え
る
「
繫
辭
」
を
、
繫
辭
傳
を
指
す
の
で
は
な
く
、
爻

辭
を
繫
く
こ
と
だ
と
す
る
解
釋
が
、
范
諤
昌
と
歐
陽
脩
と
で
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、

歐
陽
脩
は
范
諤
昌
の
說
を
も
と
づ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
論
す
る
（
㊟
（
4
）
戶

田
前
揭
書
の
追
記
）。
し
か
し
、
そ
の
解
釋
は
す
で
に
『
周
易
正
義
』
に
示
さ
れ
て

い
る
の
で
、
范
諤
昌
の
創
見
と
は
言
え
ず
、
お
そ
ら
く
は
と
も
に
『
周
易
正
義
』
に

依
據
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
31
）　
姜
海
軍
は
、
歐
陽
脩
が
王
昭
素
・
范
諤
昌
の
說
を
繼
承
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て

い
る
。
姜
海
軍
『
宋
代
易
學
思
想
硏
究
』（
人
民
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
）
四
五
頁
。

（
32
）　
歐
陽
脩
の
古
文
の
影
响
に
つ
い
て
は
、
東
英
壽
『
歐
陽
脩
古
文
硏
究
』（
汲
古
書

院
、
二
〇
〇
三
年
）
中
篇
「
歐
陽
脩
の
古
文
」
を
參
照
。

（
33
）　『
宋
史
』
尹
洙
傳
「
至
宋
初
、
柳
開
始
爲
古
文
、
洙
與
穆
脩
復
振
起
之
。
其
爲
文

簡
而
㊒
法
」。

（
34
）　『
歐
陽
文
忠
公
集
』
卷
七
三
・「
居
士
外
集
」
卷
二
三
・
論
尹
師
魯
墓
誌
「
述
其
文
、

則
曰
簡
而
㊒
法
。
此
一
句
、
在
孔
子
六
經
惟
春
秋
可
當
之
、
其
他
經
非
孔
子
自
作
文

章
、
故
雖
㊒
法
而
不
簡
也
」。

（
35
）　
東
氏
の
硏
究
（
㊟
（
32
）
東
前
揭
書
、
中
篇
第
二
章
第
一
節
「
三
　

經
書
硏
究
」）

に
よ
れ
ば
、
景
祐
四
年
に
著
し
た
經
書
に
關
す
る
論
考
は
、
そ
の
年
に
作
成
さ
れ
た

文
章
の
半
數
を
超
え
る
十
篇
で
、『
春
秋
』『
易
』『
書
』
の
三
種
類
に
及
ん
で
い
た
。

（
36
）　
東
英
壽
「
歐
陽
脩
の
夷
陵
貶
謫
と
古
文
復
興
運
動
」、『
中
國
文
學
論
集
』
第
一
六

號
、
一
九
八
七
年
、
九
二
頁
。

（
37
）　「
崇
文
總
目
敘
釋
」（『
歐
陽
文
忠
公
集
』
卷
一
二
四
）
の
易
類
序
に
は
「
自
伏
羲



歐
陽
脩
の
易
學
思
想
の
形
成

七
一

畫
卦
、
下
更
三
代
、
別
爲
三
易
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
歐
陽
脩
が
實
際
に
そ
の
よ
う

に
考
え
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
。『
崇
文
總
目
』
は
官
撰
で
あ
る
以
上
、
私
的
な
見

解
を
差
し
は
さ
む
わ
け
に
は
い
か
ず
、
一
般
的
に
支
持
さ
れ
て
い
る
說
に
依
據
す
る

必
要
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
土
田
氏
が
、「『
易
童
子
問
』、「
易
或
問
」（『
居
士

集
』
一
八
、『
居
士
外
集
』
一
〇
）、「
傳
易
圖
序
」（『
居
士
外
集
』
一
五
）、『
試
筆
』

繫
辭
に
見
え
る
彼
の
㊒
名
な
十
翼
批
判
が
朝
廷
の
名
の
も
と
の
『
崇
文
總
目
敘
釋
』

易
類
で
は
觸
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
も
、
年
齡
に
よ
る
學
說
の
變
化
も
大
い
に
考
え
ら

れ
る
が
、
立
場
を
考
慮
し
た
可
能
性
も
無
い
と
は
言
え
な
い
」（
㊟
（
6
）
土
田
前

揭
書
、
四
六
頁
）
と
指
摘
す
る
こ
と
も
參
考
に
な
る
。
筆
者
は
、『
崇
文
總
目
敘
釋
』

に
十
翼
批
判
が
見
え
な
い
の
は
、
後
者
の
、
立
場
を
考
慮
し
た
た
め
だ
と
考
え
る
。

（
38
）　
緯
書
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
緯
書
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
」（『
東
洋
古
典
學
硏

究
』
第
三
九
號
、
二
〇
一
五
年
）
を
參
照
の
こ
と
。

（
39
）　『
歐
陽
文
忠
公
集
』
一
一
二
・
奏
議
卷
一
六
「
論
刪
去
九
經
正
義
中
讖
緯
箚
子
」

を
參
照
。

（
40
）　『
周
易
正
義
』
卷
第
一
「
第
四
卦
辭
爻
辭
誰
作
」
を
參
照
。

（
41
）　
易
或
問
「
其
曰
易
之
興
也
、
其
於
中
古
乎
。
作
易
者
其
㊒
憂
患
乎
、
其
文
王
與
紂

之
事
歟
。
殷
之
末
世
周
之
盛
德
歟
。
若
此
者
、
聖
人
之
言
也
」。

（
42
）　
歐
陽
脩
が
『
易
』
に
お
い
て
人
事
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
、
㊟
（
5
）
朱
前
揭

譯
書
、
第
二
卷
第
三
編
第
六
章
第
二
說
二
「（
1
）
六
十
四
卦
、
皆
、
人
事
を
言
ふ
」

で
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
た
だ
、「
易
或
問
」
に
「
爻
辭
は
占
辭
で
あ
る
」
と
す
る
言
葉
も
見
ら
れ
る
。
聖

人
の
作
の
う
ち
、
卦
辭
・
彖
傳
・
象
傳
は
、
一
卦
の
義
を
總
論
し
、
中
人
以
上
の
た

め
に
設
け
ら
れ
た
言
葉
、
爻
辭
は
、
吉
凶
を
人
に
吿
げ
、
中
人
以
下
の
た
め
に
設
け

ら
れ
た
と
す
る
。
文
王
が
、
卦
爻
に
こ
の
世
の
衟
理
を
示
し
た
言
葉
を
託
し
て

『
易
』
を
作
り
、
後
世
に
占
筮
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
史
觀
と
、
爻
辭

は
占
辭
で
あ
る
と
す
る
認
識
を
、
ど
の
よ
う
に
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
た
の
か
は
不

明
で
あ
る
。
だ
が
、『
易
』
の
占
筮
の
屬
性
を
一
段
と
低
く
見
積
も
っ
て
い
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。

（
43
）　『
易
童
子
問
』
卷
三
「
說
卦
・
雜
卦
者
、
筮
人
之
占
書
也
」。

（
44
）　『
漢
書
』
儒
林
傳
「
費
直
字
長
翁
、
東
萊
人
也
。
治
易
爲
郞
、
至
單
父
令
。
長
於

卦
筮
、
亡
章
句
、
徒
以
彖
象
系
辭
十
篇
文
言
解
說
上
下
經
」。

（
45
）　
崇
文
總
目
敘
釋
・
易
類
（『
歐
陽
文
忠
公
集
』
卷
一
二
四
）「
凡
以
彖
・
象
・
文
言

雜
入
卦
中
者
、
自
費
氏
始
。
田
何
之
學
、
施
・
孟
・
梁
丘
之
徒
最
盛
。
費
氏
初
微
、

止
傳
民
間
。
至
後
漢
時
、
陳
元
・
鄭
衆
・
康
成
之
徒
皆
學
費
氏
、
費
氏
興
而
田
學
遂

息
、
古
十
二
篇
之
易
遂
亡
其
本
。
及
王
弼
爲
㊟
、
亦
用
卦
象
相
雜
之
經
」。
こ
こ
で

は
「
古
十
二
篇
の
『
易
』
遂
に
其
の
本
を
亡
ぼ
す
」
と
、「
傳
易
圖
序
」
と
は
異
な

り
、
事
實
を
述
べ
る
だ
け
で
良
し
惡
し
は
示
さ
な
い
形
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
崇

文
總
目
』
が
官
撰
で
あ
る
た
め
に
語
勢
を
弱
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
46
）　『
漢
書
』
藝
文
志
に
「
易
經
十
二
篇
。
施
・
孟
・
梁
丘
三
家
」
と
あ
り
、
そ
の
顏

師
古
㊟
に
「
上
下
經
及
十
翼
、
故
十
二
篇
」
と
あ
る
。「
十
二
篇
」
と
は
、『
易
』
の

上
經
・
下
經
二
篇
と
十
翼
を
合
わ
せ
た
篇
數
だ
と
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、『
易
』

の
經
・
傳
は
古
く
は
別
行
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
實
際
、
馬
王
堆
漢
墓
か
ら
出
土
し

た
帛
書
『
周
易
』
は
經
と
傳
が
分
か
れ
て
書
寫
さ
れ
、
梁
丘
氏
本
を
底
本
と
す
る
熹

平
石
經
『
周
易
』
は
經
と
傳
を
別
に
し
て
彫
ら
れ
て
い
た
。
熹
平
石
經
『
周
易
』
が

梁
丘
氏
本
を
底
本
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
徐
芹
庭
『
漢
易
闡
微
　

上
』（
中
國
書

店
、
二
〇
一
〇
年
）
第
六
章
「《
梁
丘
易
》
與
漢
熹
平
《
周
易
》
石
經
」
を
參
照
の

こ
と
。
な
お
虞
萬
里
編
著
『
二
十
世
紀
七
朝
石
經
專
論
』（
上
海
辭
書
出
版
社
、
二

〇
一
八
年
）
は
、
熹
平
石
經
『
周
易
』
に
關
す
る
こ
れ
ま
で
の
論
考
が
集
錄
し
簡
便

で
あ
る
。

（
47
）　『
三
國
志
』
魏
書
・
高
貴
鄕
公
髦
「
帝
又
問
曰
、
孔
子
作
彖
・
象
、
鄭
玄
作
㊟
、

雖
聖
賢
不
同
、
其
所
釋
經
義
一
也
。
今
彖
・
象
不
與
經
文
相
連
、
而
㊟
連
之
、
何
也
。

俊
對
曰
、
鄭
玄
合
彖
・
象
于
經
者
、
欲
使
學
者
尋
省
易
了
也
。
帝
曰
、
若
鄭
玄
合
之
、



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

七
二

於
學
誠
便
、
則
孔
子
曷
爲
不
合
以
了
學
者
乎
。
俊
對
曰
、
孔
子
恐
其
與
文
王
相
亂
、

是
以
不
合
、
此
聖
人
以
不
合
爲
謙
。
帝
曰
、
若
聖
人
以
不
合
爲
謙
、
則
鄭
玄
何
獨
不

謙
邪
。
俊
對
曰
、
古
義
弘
深
、
聖
問
奧
遠
、
非
臣
所
能
詳
盡
」。

（
48
）　『
景
迂
生
集
』
卷
一
八
・
題
古
周
易
後
に
「
先
儒
謂
費
直
專
以
彖
象
文
言
參
解
易

爻
、
以
彖
象
文
言
雜
入
卦
中
者
、
自
費
氏
始
。
其
初
費
氏
不
列
學
官
、
唯
行
民
間
、

至
漢
末
、
陳
元
鄭
康
成
之
徒
、
皆
學
費
氏
古
十
二
篇
之
易
、
遂
亡
」
と
あ
る
。
こ
の

先
儒
の
言
は
、『
崇
文
總
目
』
の
易
類
序
に
ほ
ぼ
同
文
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

こ
か
ら
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
先
儒
」
と
は
歐
陽
脩
の
こ
と
で
あ

る
。

（
49
）　『
朱
子
語
類
』
易
三
・
綱
領
下
・
論
後
世
易
象
「
歐
陽
公
所
以
疑
十
翼
非
孔
子
所

作
者
、
他
童
子
問
中
說
衟
、
…
…
又
疑
後
面
㊒
許
多
子
曰
。
既
言
子
曰
、
則
非
聖
人

自
作
。
這
箇
自
是
它
曉
那
前
面
衟
理
不
得
了
、
卻
只
去
這
上
面
疑
。
他
所
謂
子
曰
者
、

往
往
是
弟
子
後
來
旋
添
入
、
亦
不
可
知
」。

（
50
）　
歐
陽
脩
の
「
用
九
」「
用
六
」
の
解
釋
は
、『
易
童
子
問
』
卷
一
・「
乾
曰
用
九
、

坤
曰
用
六
、
何
謂
也
」
の
問
答
お
よ
び
「
明
用
」
を
參
照
の
こ
と
。

（
51
）　『
朱
子
語
類
』
易
四
・
乾
上
「
歐
公
文
字
尋
常
往
往
不
以
經
旨
取
之
、
至
於
說
用

九
・
用
六
、
自
來
卻
未
曾
㊒
人
說
得
如
此
。
他
初
非
理
會
象
數
者
、
而
此
論
最
得

之
」。


